
　議案第３９号

　（総則）

第１条　令和７年度藤岡市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）接 続 戸 数 戸

（２）年間有収水量 ㎥

（３）一日平均有収水量 ㎥

（４）主な建設改良事業 

　　　　管渠建設改良費 千円

　　　　流域下水道建設負担金 千円

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　第１款　下 水 道 事 業 収 益 千円 　第１款　下 水 道 事 業 費 用 千円

　　第１項　営 業 収 益 千円 　　第１項　営 業 費 用 千円

　　第２項　営 業 外 収 益 千円 　　第２項　営 業 外 費 用 千円

　　第３項　特 別 損 失 千円

　　第４項　予 備 費 千円

令和７年度藤岡市下水道事業会計予算

８,８５０

１,８４９,５３５

５,０６７

３６７,５８２

１９,２９４

収　　　　　　入 支　　　　　　出

７３７,６０４ ６５３,８９０

２８０,０２１ ５９４,２５３

４５７,５８３ ５８,５８５

５２

１,０００
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　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１４７，８４４千円は、当年度分消費

　税及び地方消費税資本的収支調整額７，６０６千円、過年度分損益勘定留保資金１０４，３５９千円、当年度分損益勘定留保資金３５，８７９千円

　で補てんするものとする。）。

　第１款　資 本 的 収 入 千円 　第１款　資 本 的 支 出 千円

　　第１項　企 業 債 千円 　　第１項　建 設 改 良 費 千円

　　第２項　負 担 金 千円 　　第２項　企 業 債 償 還 金 千円

　　第３項　補 助 金 千円 　　第３項　水 洗 化 改 造 貸 付 金 千円

　　第４項　水洗化改造貸付金償還金 千円

　（企業債）

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

千円

千円

千円

収　　　　　　入 支　　　　　　出

５６０,５３７ ７０８,３８１

２２４,８００ ３８６,８７６

３,２８２ ３２１,１４５

３３２,４４５ ３６０

１０

起債の目的 限　度　額 起債の方法 利　　　　　率 償　　還　　の　　方　　法

公共下水道事業 ２０８,９００

流域下水道事業 １５,９００

計 ２２４,８００

証書借入
又は

証券発行

　年５．０％以内
（ただし、利率見直し方式

で借り入れる政府資金・地方
公共団体金融機構及び銀行そ
の他の資金について、利率の
見直しを行った後において
は、当該見直し後の利率。）

政府資金については、その融資条件によ
り、銀行その他の場合には、その債権者と協
定するものによる。

ただし、企業財政の都合により据置期間及
び償還期限の短縮、若しくは繰上償還又は低
利に借換することができる。



　（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、６００，０００千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　下水道事業費用の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

　議会の議決を経なければならない。

（１）職 員 給 与 費 千円

　（他会計からの補助金）

第９条　下水道事業に充てるため、他会計からこの会計へ補助を受ける金額は、３３５，５４４千円である。

　令和７年２月２７日提出

　令和７年３月１９日可決

５６,２４０

藤岡市長　　新　井　雅　博
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